
 

【社会】 

実践事例：小学校３年生 ／実施機関：国立大学法人滋賀大学 

 

 

●教科における学習上の予想されるつまずくポイント 

・課題に対して、その場、その場の気移りが多く一人でじっくりと考えることが苦手である。 

・全体の課題より自分の興味や、今この場で感じたことに影響されやすく、早合点をしたり、出し

抜けに答えたりする姿が多く見受けられる。 

・課題を理解することが苦手である。 

・わかったことや考えたことを記述することはできるが、学習課題とのつながりが全くないときが

ある。 

 

【指導例】 

１．対象とした児童生徒の実態 

（１）対象の障害 

 □自閉症 □情緒障害 □ＬＤ（学習障害） □ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害） 

 ■その他 

 

（２）子供の困難さ 

 □見ること □聞くこと □話すこと □読むこと ■書くこと □動くこと 

 □コミュニケーションをすること □気持ちを表現すること 

■落ち着くこと・集中すること □概念（時間、大きさ等）を理解すること 

□学習（計算、推論等）すること □その他 

 

・課題に対して、その場、その場の気移りが多く一人でじっくりと考えることが苦手である。 

・全体の課題より自分の興味や、今この場で感じたことに影響されやすく、早合点をしたり、

出し抜けに答えたりする姿が多く見受けられる。 

・課題を理解することが苦手である。 

・わかったことや考えたことを記述することはできるが、学習課題とのつながりが全くないと

きがある。 

 

 

２．教科における学習上のつまずきを把握するための方策 

（１）実態把握の時期 

  ・個別の指導計画作成のための学校生活アセスメント。 



 

 

  ・教科としてのアセスメント。 

 

（２）実態把握の方法（実施者・方法） 

  ・実施者：学級担任と教科担任 

  ・方 法：質問紙法 

  ・学校生活アセスメントと教科アセスメントによる実態把握。 

 

３．指導内容 

（１）教科における学習上のつまずきの内容 

児童名 
学びに向かう力、 

人間性等 
地理認識 

地理認識における地理的思

考力（分布的思考力） 

生活経験や生活体験、既習事項

を基に子供達の中に形成され

ている歴史認識 

氏名 
社会科は

好きか 

社会科は

楽しいか 

空間認識 

四方位 
事実 

関連 

（包含） 
分布 ｱﾝｹｰﾄの文章表記 



   
 

（２）つまずいている背景・原因 

児童の特性による教科における学習上の予想されるつまずくポイントに記載 

 

（３）（１）に対し実施した指導方法、工夫した点 

ア．授業における全体指導、個への指導について 

    ・活動計画段階において、学校の近くに住んでおり、身近な地域の移り変わりを学ぶ本単元

では、高い関心を持って学習を進められると考えた。 

・学習形態については、グループでの学習では仲間と協力して考えたり発表したりする姿が

見られる。 

・視覚支援が有効であるので、数値や文章だけを扱う資料から課題に則した読み取りを行う

ことより、写真資料を見比べたり、実際の体験的な学習では、じっくりと向き合う姿が見

られた。 

《学習指導案には、本時の展開の指導案に、★「環境調整」と ☆「関係調整」の指導法を

記載する資料「第３学年 社会科学習指導案」。》 

イ．個別指導について 

    全体指導が、個への指導として働くユニバーサルデザインを考えた授業作り。 

 

（４）（３）の効果・評価（児童生徒の様子や変容および授業の評価） 

  ＜効果的であった「なるほどサポート（指導法）」支援＞ 

〇子供たちへの巧みな注意喚起 

   ４つの条件から、大津市の人口増加に関わっているものを予想する際、いくつ選んだかを挙

手させていた。授業に全員参加の場面を作ることで、𠮟責することなく不注意のある子供た

ちを活動に向かわせることができていた。 

 



〇情報量を絞った上での視覚支援 

   大津市の人口増加の棒グラフを提示する際、左端（過去のデータ）から少しずつ提示してい

た。視覚的な支援が有効でも、情報量が多いと混乱する子供にとって、どこに注目すればよ

いかが分かりやすい支援となった。 

 

〇操作的活動とそれを支えるグループ活動 

   予想があっているか調べる際、４つの条件ごとに透明シートを重ねて調べる操作活動を取り

入れていた。さらにグループでの活動としたことで、友達の取組をモデルとしながら活動に

のっていく子供の姿も見られた。 

 

＜今後に向けての課題＞ 

●やりとりを通して信頼関係を育てていく 

   今回ワークシートを使わずミニノートにまとめを書きたい子供が、先生とのやりとりを通し

て認めてもらえる場面があった。今後も「このやり方なら僕はできる」という部分を教員と

やりとりすることで、人への信頼関係を育てていきたい。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学習問題を設定し，主体的に解決する力（ふかめる力） 

◇正しい事実認識をもとに，論理的・批判的に考える力（みきわめる力） 

ふかめる力・みきわめる力 

教科で顕在化させたい資質・能力 

知識・技能 

・市や人々の生活の様子は、時間の経

過に伴い、移り変わってきたことを

理解している。 

 

○フィールドワークをしたり，聞き取

り調査をしたり，地図や写真などの

資料で調べたりたことをして、年表

や地図にまとめている。 

第３学年 社会科学習指導案       
日時：平成３０年１１月３０日（金）５校時 

場所：３年ろ組教室 指導者： 

      

【学びに向かう子どもの「今」】 

困難さのある児童の「今」 

（Ａ児）課題に対して，その場，その場の気移りが多く一人

でじっくりと考えることが苦手である。全体の課題より自分

の興味や，今この場で感じたことに影響されやすく，早合点

をしたり，出し抜けに答えたりする姿が多く見受けられる。 

（Ｂ児）課題を理解することが苦手である。わかったことや

考えたことを記述することはできるが，学習課題とのつなが

りが全くないときがある。 

困難さのある児童の得意分野 

（Ａ児）学校の近くに住んでおり，身近な地域の移り変わり

を学ぶ本単元では，関心が高く持ち学習を進められると考え

ている。グループでの学習では仲間と協力して考えたり発表

したりする姿が見られる。 

（Ｂ児）数値や文章だけを扱う資料から課題に則した読み取

りを行うことは苦手であるが，写真資料を見比べたりや実際

の体験的な学習では，じっくりと向き合う姿が見られた。 

○学級全体の社会科の学びの〔今〕 

 単元「身近な地域や市の様子」の学習において，市の位置，

市の地形や土地利用，交通の広がりに着目して様子を捉え，

学校やランドマーク的な建造物をもとに方角によるちがい

を考えた。浮かんだ疑問には，答えについて生活経験や既習

事項から予想を立て，実際に調査したしたことは文章でまと

められる。学びの交流では自分の考えと友達の考えを比較し

て聞き，友達の考えに付け足して意見を言う子も増えてい

る。一方で，根拠を示さずに意見を述べる子や，課題解決の

途中でも新たな疑問へ意識が移ってしまう子もいる。そこで

「昔のくらし」「伝統を守る人」の単元で行った，体験を基

に考える学習や，実際に関わる人からのお話を聞き，自分の

予想と照らし合わせ確かめる学習を本単元でも積極的に取

り入れ，地図や年表で学びをまとめ可視化して，具体的なイ

メージを持たせ，本単元のねらいに迫りたい。 

【領域・教材のもつ価値】 

 本単元は，市や人々の生活の様子は，時間の経過に伴い，

移り変わってきたことを理解できるようにすることをねら

いとしている。大津市は滋賀県南西端に位置し，琵琶湖に

接している。約３４万人が暮らす街で，滋賀県第１位の人

口を誇っている。JR西日本の新快速では，大津駅から京都

駅まで約１０分，大阪駅まで約４０分で到着する便利さか

ら，ベッドタウンとなっている。平成１８年に滋賀郡志賀

町を編入し現在の市域となり，平成２１年４月１日に中核

市となった。山と琵琶湖に挟まれた平地の少ない市の都市

化は，明治年間に鉄道敷設のため琵琶湖岸を埋め立てたこ

とを皮切りに進んでいった。昭和４０年代以降も山の手の

開発とともに一層大規模な埋め立てがあり、交通網の整備

で人口の増加につながっている。指導にあたっては，山の

手の開発や琵琶湖の埋め立て，交通網の整備の時期の違い

に着目し，地図や写真，文献等の資料を活用したり，関係

者や地域の人などへ聞き取り調査をしたりして，地図や年

表にまとめていく作業を行い，時代による変化を可視化し

ていく。それを基にしながら話し合い，市や人々の生活の

様子の変化を理解できるようにしたい。 

単元のはじめは，身近な地域の様子の移り変わりをフィ

ールドワークで調べる。膳所地区は埋め立てによって街の

様子や生活の様子も大きく変わっているからである。自分

たちの行ける身近なところ，何度もお話を伺える地域の方

へのインタビューなどは，繰り返し行ったりお話を伺った

りしていきたい。また，写真資料だけでなく歴史博物館の

学芸員や大津市生涯学習課の人への聞き取りなど，関係者

との関わりを大切に市の様子の変化の訳を探っていく。ま

とめの過程では，街角インタビューから市の課題を探り，

これからの市のあり方について構想を考える。３年生なり

の発想で構想し，実際に街づくりに関わる人と対話しなが

ら社会と関わりを持つ素地を育てたい。 

思考力,判断力,表現力等 

・交通や公共施設、土地利用や人口、

生活の道具などの時期による違い

を基に、問いを設け、市や人々の生

活の様子の変化について考えたり

表現したりしている。 

○年表や地図など資料から考えたこ

とを文章で記述したり説明したり、

話し合ったりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 

・市の様子の移り変わりについて関心

を持ち、問題解決の見通しを持って

主体的に学習問題を追究・解決しよ

うとしている。 

〇市の一員として、これからの市の発

展に関心を持ち、市の将来の姿につ

いて進んで話し合い、構想を持つこ

とができる。 



学習名「附属小のある大津市の様子の移り変わり」 

本学習の目標：・市や人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わってきたことを理解できるようにする。 
       ・琵琶湖の埋め立てや交通の整備、移動手段の変化による、市や人々の生活の様子を捉え、それらの変化の訳を考え表現できるようにする。 
       ・市の移り変わりについて、学習問題を主体的に調べ解決しようとするとともに、地域社会の一員としての自覚を養う。 

 

  

【学習活動計画】（全１８時間） 

【探究的な学習過程を生み出す手だて】 

 本学習で取りあげる大津市と関わる人，場所，資料とできるだけ繰り返し積極的に関わらせ，課題を追究させる。また，学習問題の解決に向けて，学習計画を立てさ
せ，子供たちが見通しを持って学習できるようにする。 

・大津市の琵琶湖岸が埋め
立てられ始めた頃の様
子と，現在の様子とを地
図や写真を用いて比較
したり，実際に昔の湖岸
の石垣を見に出かけた
りして気付いたことを
話し合う。疑問に感じた
ことを出し合って学習
問題を作る。 

（２時間） 
【学習問題】 
附属小のある大津市の

様子と，人々のくらしはど
のように移り変わってき
たのだろうか。 

①学習問題と学習計

画をつくろう。 
・膳所地区に住む戸所さんや地域の方か

ら昭和時代から現在の様子を聞き，土

地の使われ方の変化や住む人の数が

どのように変わってきたか話を聞き，

考えた質問をインタビューする。（３

時間） 

 

★関係者の話からまちづくりの課題を

見つけ第３次につなげ，学習のつなが

りがきれないようにする。 

④膳所のまちの人々のくらしの様

子について調べよう。 

・大津市の人口の移り変わりについ
てのグラフを見て変化に気付き，
大津市の変化の様子と結びつけ
て関連を調べる。 

（本時１／２時間） 
☆友だちと考えを交流することで
人口増加と資料をつなげて考え
たり，発表したりできるようにす
る。 

 
・大津市の職員に，世代に合わせた
公共施設について話を聞き，設立
のきっかけや，資金（税金）につ
いて調べる。 

           （３時間） 

③大津市の人口の変化と，様子

の変化との関わりを調べよ

う。 

（本時８／１６時間） 
・大津市の様子（合併・道路）について本
や写真資料を使ってまちの大きく変わ
った様子を調べる。         

（２時間） 
 
・大津市の様子の変化について大津市歴史
博物館の学芸員に教えてもらい，大津の
土地利用や人々が利用する交通が変化
してきたことついて調べる。             

（３時間） 
 
☆写真・地図資料はグループやペア単位で
配布して，自然と話し合いが生まれるよ
うにする。 

②大津市の様子（合併・駅・道路・土

地利用）の変化について調べよう。 

学習問題の結論 
昔は田んぼや畑が多く、市の大きさも今より小さ

く、人口も少なかった大津市は交通が発達し埋め立て
により住宅地も増え、人口が増加し活気あるまちへと
変わってきた。 

・大津市が抱える少子高
齢化問題や国際化に
おける様々な取組に
ついて市民に街角ア
ンケートを行い，重点
項目に気付き、今後の
まちづくりについて
自分なりの考えを持
つ。  （３時間） 

★発想が生まれやすい
ように「～を作る」「～
を増やす」「～に取り
組む」等，語尾を例示
する。 

⑤これからのまちづくり

について考えよう。 

第３次（３時間） 

第１次 （２時間） 

【協働を生み出す手だて】 

 体験や活動から生み出された具体的な資料や地図をもとに話し合う機会を意図
的に作り出すことや，年表づくりやインタビューする内容を考える際，ペアやグル
ープで行うことを仕組むようにする。 

第２次（１３時間） 

【内省を促す手だて】 

 学習の終末には本時の課題に則して，子供たちの言葉からまとめを板書するようにする。

また，毎時間の振り返りは「わ：わかったこと・か：考えたこと・ぎ：疑問に思ったこと

（わかぎ）」の３項目を記述させることをパターンとする。 

【本学習において，資質・能力が顕在化した姿】 

 身近な市の移り変わりや、そこに暮らす人々の生活の変化の訳について疑問を持ち、地図、写真、フィールドワーク、インタビューなどから得た具体的な情報
を基に考え、友達と意見を交流し学び合い、市のこれからについての構想を社会の一員として考え、表出する姿。 

★：環境調整なるほどサポート ☆：関係調整なるほどサポート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 今と昔の大津市の人口の変化について調べ，

本時の課題をつかむ。 

・大津は人口が増え続けているね。 

・滋賀県で一番人口が多い市だね。 

 

 

２． 大津市の人口の変化と何が関わっているか 

予想し発表する。 

 

・土地利用だと思います。自分の住んでいるマ

ンションもあり，まだまだマンションが新し

くたっているからです。 

３． 資料を使って予想があっているか調べる。 

・合併後はこんなに人口の集中している地域が

増えたから関わっている。 

・鉄道の駅から遠いところも，大きな道路がで

き人口が増えた。道路も人口増加に関わって

いる。 

 

 

 

 

 

４． 調べた結果を交流し学級のまとめをする。 

 

 

 

５．本時の学びを振り返る。 

 ・わ：人口が増えたのは大きな道路が作られた

ことだと思っていたけど，鉄道や土地利

用の変化も関わっていました。 

 ・か：鉄道や道路が通ると住宅地が増えという

こと。 

 ・ぎ：他にも増加の訳を確かめたい。 

市の様子の変化が人口の増加につながって
いることを資料を用いて調べ判断している。 

・大津市の人口推移グラフを用いて人口の増加を

具体的に気付くことができるようにする。（○） 

 

 

 

 

・「合併」「道路」「土地利用」「鉄道」の変化と「そ

の他」の変化とに分け，何が人口の増加と関わ

っているか予想させる。（○★） 

・「その他」の予想には，どのような資料があれば

たしかめられるか尋ね，次時の学習につなげる。 

 

・人口の集中している地域が分かる地図を用意し

て，「合併」「道路」「土地利用」「鉄道」の変化

後の様子を照らし合わせて考えられる教材を用

意して調べさせる。その際，３人に一つ教材を

渡すようにして，話し合いを促す。（□☆） 

 

 

 

 

・学習課題に沿って，子供たちの発表や言葉から

学習のまとめの文を作り板書する。（□） 

 

 

・これまでパターン化した①わかったこと，②か

んがえたこと，③ぎもんに思ったことの３項目

について本時の学習の振り返りをさせることで

学びを確実なものにする。（◇★） 

 

大津市の人口の増加の要因について，市の

様子の変化との関連を考え判断する。 

【思考・判断・表現】 

本時の目標 

○交通網の整備，湖岸部の埋め立て，山の手の開発などの大津市の様子の変化と，大津市の人口の変
化を関連付けて考え，人口増加の要因を判断できる。        【思考・判断・表現】 

学習活動と子どもの姿               教師の手立て・評価         

だんだん増えてきている大津市の人口。何が人口の増加に関わっているだろう。 

合併・土地利用の変化，大きな道路が通ったこと，鉄道が通ったことなどで，人口が増えた。 

○探求 □協働 ◇内省 ★環境調整なるほどサポート ☆関係調整なるほどサポート 



○検証授業協議会での顕在化シート（手立てが「なるほどサポートになる。【具体的な指導法】） 

A グループ 

B グループ 

 

 



○検証授業協議会での顕在化シート（手立てが「なるほどサポートになる。【具体的な指導法】） 

C グループ 

D グループ 

 

 



 

【算数】 

実践事例：小学校２年生 ／実施機関：国立大学法人滋賀大学 

 

  

●教科における学習上の予想されるつまずくポイント 

・学習に対する姿勢には波がある。また、特定の環境に対して敏感で、過去には服装や、画像をテ

レビに提示している時間などが気になって集中できないこともあった。 

・課題に対して、その場、その場の気移りが多く一人でじっくりと考えることが苦手である。 

・全体の課題より自分の興味や、今この場で感じたことに影響されやすく、早合点をしたり、出し

抜けに答えたりする姿が多く見受けられる。 

・減法の筆算において、被減数＜減数における計算で、繰り下がりをせずに、そのまま逆にして引

いてしまっていることから、減法の意味理解が十分にできていない。 

 

【指導例】 

１．対象とした児童生徒の実態 

（１）対象の障害 

 □自閉症 □情緒障害 □ＬＤ（学習障害） □ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害） 

 ■その他 

 

（２）子供の困難さ 

 □見ること □聞くこと □話すこと □読むこと □書くこと □動くこと 

 □コミュニケーションをすること □気持ちを表現すること 

■落ち着くこと・集中すること □概念（時間、大きさ等）を理解すること 

■学習（計算、推論等）すること □その他 

 

・学習に対する姿勢には波がある。また、特定の環境に対敏感で、過去には服装や、画像を

テレビに提示している時間などが気になって集中できないこともあった 

・課題に対して、その場、その場の気移りが多く一人でじっくりと考えることが苦手である。 

・全体の課題より自分の興味や、今この場で感じたことに影響されやすく、早合点をしたり、

出し抜けに答えたりする姿が多く見受けられる。 

・減法の筆算において、被減数＜減数における計算で、繰り下がりをせずに、そのまま逆に

して引いてしまっていることから、減法の意味理解が十分にできていない。 

 

２．教科における学習上のつまずきを把握するための方策 

（１）実態把握の時期 

  ・個別の指導計画作成のための学校生活アセスメント。 

個別の指導計画作成に記載。 



 

 

  ・教科としてのアセスメント。 

 

（２）実態把握の方法（実施者・方法） 

  ・実施者：学級担任と教科担任 

  ・方 法：質問紙法 

  ・学校生活アセスメントと教科アセスメントによる実態把握。 

 

３．指導内容 

（１）教科における学習上のつまずきの内容 



   

 

（２）つまずいている背景・原因 

児童の特性による教科における学習上の予想されるつまずくポイントに記載 

 

（３）（１）に対し実施した指導方法、工夫した点 

ア．授業における全体指導、個への指導について 

    ・自分なりの考えを、間違えを恐れず発信することができ、それに対する友達の考えを聞く

ことができる強みを生かして、学習に取り組むよう支援する。 

《学習指導案には、本時の展開の指導案に、★「環境調整」と ☆「関係調整」の指導法を

記載する資料「第２学年 算数科学習指導案」。》 

 

イ．個別指導について 

   全体指導が、個への指導として働くユニバーサルデザインを考えた授業作り。 

 

（４）（３）の効果・評価（児童生徒の様子や変容および授業の評価） 

  ＜効果的であった「なるほどサポート（指導法）」支援＞ 

〇困難さのある子供を中心に据える 

   参会者がいる慣れない環境、新しい活動への不安。困難さのある子供たちの置かれた状況が

わかるからこそ、授業前から対象児に語りかけ落ち着いて取り組めるように働きかける教員

の姿が見られた。 

 

〇取組の過程を大切にする学級経営 

   「そのことはどう？」と常に問い返す姿から、子供たちが試行錯誤して取り組み続ける過程

を大切にできていた。この観点は、行動面で困難のある子供を支援する際にも有効である。



すぐに結果の出ないことでも、途中の努力を認めていく姿勢につながっていく。 

 

〇考えを掘り下げるための複数の手立て 

   題意をとらえさせる視覚的な教材、立式の根拠を考えさせる個別支援カード、友達の考えと

比較させるためのノート拡大表示など、子供たちが考え続けるための支援が随所に用意され

ていた。 

 

＜今後に向けての課題＞ 

●多動傾向を示す子供への対応 

活動中、後ろを向いたり椅子をがたがたさせたりする A児に対して、今後は、先生のお手伝い

役など体を動かす活動を取り入れながら、本人の集中力を高めていけるような支援も検討して

いきたい。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科で顕在化させたい資質・能力 

◇事象の持つ規則性や構造を捉える力 

◇解決方法を客観的に見つめ直す力 

ふかめる力 

知識・技能 

・累加の考えや被乗数，乗数，積の

間に成り立つ関係について理解

し，正確に立式したり，解を求め

たりすることができる。 

○絵や図を手がかりに問題場面を

式化したり，乗数，被乗数の関係

を理解したりすることができる。 

第２学年 算数科学習指導案       
日時：平成３０年１１月２日（金）５校時 

場所：２－い教室 指導者： 

      

【学びに向かう子どもの「今」】 

困難さのある児童の「今」 

（Ａ児）学習に対する姿勢は意欲的であるが，自信を持って

活動することができず，日常生活でも自分から進んで友達関

係を築きにくい。 

【アセスメントから見取った今】 

技減法が加法に比べ，誤答が多い。主な要因として挙げら

れることは，繰り下がりに対する困難さと，計算途中で加

法と減法が入り交じって進めていることがある。 

 

（Ｂ児）学習に対する姿勢には波がある。また，特定の環境

に対敏感で，過去には服装や，画像をテレビに提示している

時間などが気になって集中できないこともあった。 

【アセスメントから見取った今】 

技減法の筆算において，被減数＜減数における計算で，繰

り下がりをせずに，そのまま逆にして引いてしまっている

ことから，減法の意味理解が十分にできていない。 

 

困難さのある児童の得意分野 

（Ａ児）絵を描いたり，ものを作り出したりする活動におい

て，ていねいに集中して取り組める。 

（Ｂ児）自分なりの考えを，間違えを恐れず発信することが

でき，それに対する友達の考えを聞くことができる。 

 

○学級全体の算数科の学びの〔今〕 

 子供達は「正確な答えを出す＝できた」に向かうことは大

切だと気付けている。そこで，これまでの学習では「なぜで

きるのか＝わかった」に迫れるように問いかけてきた。その

説明方法に文や絵が多く用いたが，ドット図のような簡略化

して表すよさや，数値化することのよさなどと出会い，図示

と数値化を併用するよさにも気付けている。そこで，本学習

でも子供達が事象から捉えたことを描いた絵や図と解決方

法を行き来しながら，学んでいくことを期待したい。 

【領域・教材のもつ価値】 

 本学習の乗法を含む「数と計算」領域の第２学年で大切

にしたいことは，問題場面にある数量を一つ一つの数とし

て捉えるのではなく，それぞれの数量が何を表していて，

どのような関係のもとにあるのかということを正確に捉え

させることである。また，乗数が１ずつ増える時の積の増

え方や九九の表からきまりを見つけるといった活からもわ

かるように，規則性に気付かせる，考えさせるための基礎

を培う学習であることも忘れてはならない。 

しかし乗法の学習は，積を求めることや九九を暗唱する

ことに重きを置く傾向があった。そのため，乗数や被乗数

の意味や関係の理解が定着しないまま，３年生以降の学習

を迎えてしまうと，乗法の学習だけでなく，除法の計算の

学習や比例や反比例などの規則性を見出すための根拠とな

る要素に気づけなかったり，単位量あたりの考え方や比や

割合を考える上で必要な基準量や比較量を捉えられなかっ

たりすることに繋がってしまう。 

そこで，本学習では子供達が絵や図を用いて問題場面を

捉える活動を大切にしていきたいと考えた。例えば，子供

達が問題から式を生み出す際に，乗数と被乗数を反対に捉

えるというエラーを引き起こすことが多い。「バナナが３房

あります。１房に４本ついています。バナナは全部で何本

でしょう。」という問いに，多くの子供がためらいもなく３

×４と立式する。しかし，この問題を絵に描いて示してみ

ると，一当たりの数量が指しているものが４本で，いくつ

分を指しているものが３房であることに気付くことができ

た。このように問題場面を捉える方法として，絵や図に表

してみる有用性に気付かせたい。 

また，絵や図から見出したことと式とを繋げることも大

切にしたい。そのために，「この絵（図）にふさわしい式は，

どんな式か。」という視点を明確にして，友達の表現に出合

わせる場を設定し，式が表していることを理解できるよう

にしていきたい。 

 

思考力,判断力,表現力等 

・累加の考えや乗数と積の関係，

交換法則などについて，絵や図

を用いながら，乗法の性質につ

いて考えている。 

○問題場面を絵や図で表したり，

表したものと式を行き来して

関係を考えたりしている。 

主体的に学習に取り組む態度 

・乗法が用いられる場面を，絵や

図，言葉，式などを用いて捉え

たり，課題解決の方法を考えた

りしようとしている。 

○課題解決に必要な情報を問題

場面や友達の考えから進んで

見つけようとしている。 



【学習活動計画】（全４１時間＋α） 

学習名「新しいけいさん その名もかけざん」【数と計算】 

本学習の目標：乗法が用いられる場面を，「基準量」「いくつ分」「全体量」という視点で，図や絵，式などを用いて捉え直すことができる。また，基数が異なる乗法
に関して成り立つ特徴や規則性を見いだして，九九の構成を考え，正確に処理することができる。  

  

【探究的な学習過程を生み出す手だて】 

 ・被乗数が２～５の時の乗法を，生活経験の想起や絵や図を用いて，その仕組みや計算の仕方を考えたことを繰り返し用いられる課題場面を設定する。 

・絵や図から式を考えたり，式を絵や図で確かめたりといった活動が，繰り返し発生できるように課題設定を工夫する。 

  

「時刻と時間」の時

刻の読み取り方

を考える活動を

通して，分針が 5

分ずつ増えるこ

とに気づく。 

★分針の増え方に

気づけるように，

時計に分を示す。 

①まとまりを見ぬこう。 

・乗数が９を超える乗法の方法を，積は基数分

ずつ増えていくという考えをもとに生み出す。 

・基数が９を超える乗法の方法を，同数累加や

乗数が１の時の積から基数分ずつ増えるという

考えを用いて考える。 

・乗数や基数が９よりも大きい数の時の積につ

いて，九九表にあるきまりから規則性を見いだ

し，それを生かして求める。 

・１５×１５で並んだドット図から，決められ

た積になる式を図と関連付けながら考える。 

・不規則に並んだドット図から，かけ算を密だ

し，その数え方を考える。 

・植木算を用いて，基数と乗数を正確に見つけ

出すための方法を考える。 

（７時間） 

★毎時間，ドット図を用意しておいて，数の操

作に困難を感じたときに，具体に戻って考えら

れるようにする 

・校内にある整列しておいてある物
の数え方について考える。 
・校内にある整列しておいてある物
と，無造作におかれている物の数え
方を比べ，基数を意識した数え方を
考え，そのよさに気づく。（２時間） 
☆身近な具体物を提示することで，
授業外でもかけ算の意識を継続す
ることができる 

②数えやすい数え方を考えよう。 

２～５を基数としたかけ算を考察す

る活動を通して，九九の暗唱だけで

なく，そこにある数の並びの規則性

に気づく。（４時間） 

※本活動とは別に，自主学習と家庭

学習の時間に九九の暗唱に取り組む 

④九九にチャレンジ１ 

６～９，１，０を基数としたかけ算

を考察する活動を通して，九九の暗

唱だけでなく，そこにある数の並び

の規則性に気づく。（４時間） 

※本活動とは別に，自主学習と家庭

学習で九九の暗唱に取り組む。 

・2列で並んでいる机の数え方を，

日常の「に，し，ろ・・・」の数

え方を想起しながら考え，「×」の

表し方や，乗法の立式を知る。 

・時計の分を読み取る学習を想起し

て，「３を指すと１５分なのか。」

という視点で，５を基数とした乗

法について考える。 

・３つで１串の団子の数え方を考え

る学習を通して，いくつずつ，な

んこ分の捉えを理解する。 

・３つのネギと４つの肉がささった

焼き鳥の材料を数える方法を考

える活動を通して，４を基数とす

る乗法だけでなく，3＋4＝7を念

頭に置いた，７を基数とした乗法

の可能性に気づく。 （５時間） 

★子供たちが数量を捉えやすいよ

うに，具体的な場面をイラスト等

で提示する。また，乗数の表現方

法にも着目させる。 

③まとまりを使って数を数えよう 

５ｄL と２ｄL のコップを操作して多様なかさを作る

活動を通して，１L までの量感を養いながら，具体的な

操作の過程を数値化して表す方法を考える。（２時間） 

※「かさのたんい」の学習の終末に合わせて行う。 

★具体と抽象のどちらからでも問いの解消に迎えるよ

うに，各かさのコップと十分な色水を用意する。 

⑤２ｄＬと５ｄＬで○ｄＬをつくろう。 

分離量「同数累加」の場面と連続量の「倍概念」の場面から、様々

な乗数の表現を絵や図と式を行き来しながら考える。（２時間） 

※本学習後も、こうした乗数の表現の多様性を意識させること

で、「～分」という表記だけに頼らない、真の理解につなげる。 

★子供達が捉えた課題場面に関する図や絵を共有できるように

タブレットを活用する。 

⑥「～分」ではない計算を考えよう（本時１６／３６時間） 

・６を基数とした乗法の求め方を，２～５の段の九九の

並びから規則性を見いだしたり，ドット図を用い考えた

りする方法を理解する。 

・７を基数とする乗法の求め方を，九九の規則性やドッ

ト図などの表現方法を用いて考える。 

・６の段と 7 の段の積を見比べて，8，９の段の積を予

想し，その積をドット図を用いて確かめる。 

・１が基数となる乗法の問題作りを行い，基数といくつ

分という考え方を確かめる。 （６時間） 

★段階的に見出した規則性を繰り返し確かめることで，

乗法の計算の仕方をより確かな物へと高めていける

ようにする。 

⑦かけ算九九を作ろう 

⑧九九にチャレンジ２ 

・本時までの情報を想起して，九九表を作る活動を通し

て，2次元表の見方や用い方について知る。 

・自分たちで作った九九表の横の並びを考察して，乗数

の増加と積の増加との規則性について考える。 

・自分たちで作った九九表から，被乗数と乗数，積の関

係性について考える。 

・自分たちで作った九九表の，連続する上下２段の並び

に着目して，縦並びの規則性について考える。（５時間） 

★毎時間自由に使える九九表の他に，学びを蓄えられる

九九表を用意し，前時までの学びを生しやすくする。 

⑨九九表でみつけた 

かけざんのひみつ 

⑩かけざんのひみつをつかって

九九の世界を広げよう。 

・文章題から

基数と乗数

を見いだし，

その性質に

ついてまと

める。 

・問題作りに

取り組む。

（２時間） 

⑪「かけざん」

をまとめよう。 

「100 より大きい

数」の大きな数の

数え方を考える

活動を通して，生

活経験の中から

２こずつや５こ

ずつ数える方法

を想起させ，基数

の存在に気づか

せる。 

☆自分と異なる数

え方に出会える

ように自由交流

を行う。 

【協働を生み出す手だて】 

 式の根拠を明らかにし，自他の考えを関連づけて考えられるように，絵や図を用いて問題

場面を捉える必然性が生まれるような課題を設定する。 

第３次（１２時間） 

【内省を促す手だて】 

 課題場面を捉えた図や絵をもとに、式を考えたり、考えた式を確かめるために絵や図に

立ち戻ったりと、自分の考えを何度も確かめたり、見つめ直したりできるようにする。 

第４次（１４時間） 

【本学習において，資質・能力が顕在化した姿】 

問題場面を絵や図で捉えて，それを式化している。また，自分の考えたもの以外の式と絵や図を行き来して，乗数と被乗数の関係の理解を深めていこうとしている。 

第１次（２時間） 第２次（１３時間） 

 ○：探求 □：協働 ◇；内省 ★：環境調整なるほどサポート ☆：関係調整なるほどサポート 



 

 ○：探求 □：協働 ◇；内省 ★：環境調整なるほどサポート ☆：関係調整なるほどサポート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．基数が分離している問題場面からわかってい

ることや求めることが何かを共有することで，学

びの方向性を整える。 

 

 

・車は６台ある。 

・１台には２人ずつ乗れる。 

・１台には３人ずつ乗れる。 

・全部で何人乗れるかを調べたらいい。 

２．課題場面を絵や図を用いて表す活動を通して，

基準量やいくつ分を視覚的に理解し，立式をする。 

・前は２人ずつ乗っているから，２×６＝１２。 

・後ろは３人ずつ乗っているから，３×６＝１８ 

・（上記の）二つを合わせるから１２＋１８＝３０ 

・１台に乗れる人数は２＋３＝５。 

だから５×６＝３０。 

・６台に５人ずつ乗るから，６×５＝３０ 

 

 

 

３．表した式を交流し，式が表していることにつ

いて，絵や図と関連付けながら考える。 

・２×６→前の席に乗れる人数。 

・３×６→後ろの席に乗れる人数。 

・２＋３→１台に乗れる人数。 

・５×６→６台に乗れる人数。 

・６×５→これでは６人ずつ５台に乗ることを表

す式になってしまう。 

 

 

 

 

 

４．めあてに即した視点で，本時の学習に取り組

んだ自分と向き合う。 

・絵や図を使うとわかりやすい。 

・数の意味や使い方に気をつける。 

・基数が２と３の乗法の学習時を想起しやすいよ

うな学習課題を設定して，課題解決の見通しを

持たせやすくする。（○★） 

 

 

・数値だけに注目してしまうと，６×□といった

エラーが生じやすいので，わかっている数値が

何を表しているのかを，まずは子供の言葉で語

らせて学習の土台を揃える。（□☆） 

・絵や図に表しにくい場合は，車の鳥瞰図を用意

したり，２ずつと３ずつで並んでいるドット図

を用意したりして，子供たちの必要に応じて配

布する。（○★） 

・子供たちが描いた絵や図を，タブレットを用い

て映し出すことで，「基準量」や「いくつ分」を

どのように捉えているかを共有したり，自分の

考えと比較したりできるようにする。（□☆） 

・式化がしにくそうであれば，数の上に具体物を

置き，「具体物のいくつ分」という捉え方で式化

に向かえるようにする。 

・子供達が考えた式を，絵や図に立ち返らせなが

ら，確かめていくことで，正誤確認だけでなく，

各式の意味づけもしていく。（◇） 

・乗数と被乗数が逆になっている式については，

「なぜ間違っているのか」という視点で考えさ

せるのではなく，「この式に合う問題は，どんな

問題になるか」という視点で見るように促し，

本時の理解を見るとともに，一人一人の考えを

大切に扱うようにする。（◇○☆） 

 

 

 

 

・自分が学んだことやわからなかったことを，め

あてに即して振り返らせる。その際，文章表記

が難しい場合は，ノートの記述に赤鉛筆で印を

打って振り返るように促す。（○◇★） 

 

 

 

 

 

 

 

基数が２と３に分離している場面を絵や図で捉え

て，それを式化している。また，自分や友だちが考え

た絵や図と式を行き来して，基準量の捉え方や倍概念

についての理解を深めていこうとしている。 

○探求 □協働 ◇内省 ★環境調整なるほどサポート ☆関係調整なるほどサポート 

基数の捉え方について絵や図と式を関連づけな
がら考えている。【思考力・判断力・表現力】 
表した図や絵と式を関連付けたりしながら，基準
量や倍概念について理解している。【知識・技能】 

車が６台あります。その車の前には２人乗れます。後ろには３人乗れます。全部で何人乗れますか。 

本時の目標 

○基数が２と３に分離している乗法の場面において、基数の捉え方について絵や図を用いて考えたり、
表した図や絵と式を関連付けたりしながら、基準量の捉え方や倍概念について理解する。 

学習活動と子どもの姿               教師の手立て・評価         



○検証授業協議会での顕在化シート（手立てが「なるほどサポートになる。【具体的な指導法】） 

Aグループ 

 

Bグループ 

 



○検証授業協議会での顕在化シート（手立てが「なるほどサポートになる。【具体的な指導法】） 

Cグループ 

 

Dグループ 

 

 



 

【体育】 

実践事例：小学校５年生 ／実施機関：国立大学法人滋賀大学 

 

 

●教科における学習上の予想されるつまずくポイント 

・体育科における子供の学びの認知を捉えるため、定期的にアンケートを実施している。その中で、

「仲間と教え合うことはほぼなく、何をどうやっていいのか、わからないことがある。」と振り返

った児童。授業では、どの活動にも取り組まないことはないが、活動を通してどのような力をつ

けたいかはあまり考えられていない。仲間からの声かけが気になり、活動を途中でやめることも

ある。 

 

【指導例】 

１．対象とした児童生徒の実態 

（１）対象の障害 

 □自閉症 □情緒障害 □ＬＤ（学習障害） □ＡＤＨＤ（注意欠陥/多動性障害） 

 ■その他 

 

（２）子供の困難さ 

 □見ること □聞くこと □話すこと □読むこと □書くこと ■動くこと 

 □コミュニケーションをすること □気持ちを表現すること 

□落ち着くこと・集中すること □概念（時間、大きさ等）を理解すること 

□学習（計算、推論等）すること ■その他 

 

・体育科における子供の学びの認知を捉えるため、定期的にアンケートを実施している。そ

の中で、「仲間と教え合うことはほぼなく、何をどうやっていいのか、わからないことがあ

る。」と振り返った児童。授業では、どの活動にも取り組まないことはないが、活動を通し

てどのような力をつけたいかはあまり考えられていない。仲間からの声かけが気になり、

活動を途中でやめることもある。 

 

２．教科における学習上のつまずきを把握するための方策 

（１）実態把握の時期 

  ・個別の指導計画作成のための学校生活アセスメント。 



 
   

・教科としてのアセスメント。 

   

（２）実態把握の方法（実施者・方法） 

  ・実施者：学級担任と教科担任 

  ・方 法：質問紙法 

  ・学校生活アセスメントと教科アセスメントによる実態把握。 

  



３．指導内容 

（１）教科における学習上のつまずきの内容 

     

（２）つまずいている背景・原因 

児童の特性による教科における学習上の予想されるつまずくポイントに記載 

 

（３）（１）に対し実施した指導方法、工夫した点 

ア．授業における全体指導、個への指導について 

   ・活動の中での思いを言葉で伝えることができるので、困難を察しやすい。ペアやトリオく

らいの人数で互いに評価をしたり、人間関係の良好な仲間からのアドバイスを聞き入れた

りすることができる。目的が分かると活動を楽しめる姿もある。このような特性を有効に働

かせられるように「関係調整」と「環境調整」を具体的に考える。 

《学習指導案には、本時の展開の指導案に、★「環境調整」と ☆「関係調整」の指導法を記

載する資料「第５学年 体育科学習指導案」。》 

 

イ．個別指導について 

   全体指導が、個への指導として働くユニバーサルデザインを考えた授業作り。 

 

（４）（３）の効果・評価（児童生徒の様子や変容および授業の評価） 

  ＜効果的であった「なるほどサポート（指導法）」支援＞ 

〇一目見て活動内容がわかる場の構造化 

   あらかじめ用意されていた場には、それぞれ体の動きを図示したカードと動きのタイミング

を表したオノマトペが添えられていた。一目見て、どんな活動が求められているかわかる状

態となっていて、子供たちが自主的に動き出す姿が見られた。 



 

〇運動の苦手な子供が活躍できる役割設定 

   友達の技を観察して気づきを伝えたり、ポイントをまとめたりする役割で活躍する子供がい

た。技能面を苦手にしている子供たちでも、自分を生かせる場面であり、自信を持って活動に

取り組んでいる姿が見られた。 

 

〇子供たちの学習のペースを保証 

   活動の場には、常に付箋とペンが用意されていて、子供たちが気づいた動きのポイントをす

ぐに記入したり実技で確かめたりできるようになっていた。子供たちが活動と思考の場を行

き来しながら、学びを深めていく環境が保証されていた。 

 

＜今後に向けての課題＞ 

●聴覚過敏の子供がいるときの配慮 

   今回は困難のある子供の希望もあり、活動中に音楽が流れていた。体をリラックスさせ、活

動に集中するのに一定の効果があったと考える。ただし、聴覚過敏のある子供がいる場合は、

特定の音を苦手とすることがあるので配慮が必要となる。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇知識と技能とをつなぐ対話を生かし、細かな身体操作の変容や気づきを実感する力（ととのえる力） 

◇互いの動きの変容を評価し合い、よりよい課題解決に向けてポイントや方法を明確につなぐ力（つながる力） 

ととのえる力・つながる力 

教科で顕在化させたい資質・能力 

知識及び技能 

・自己のめあてに適した支持跳び越し

技や回転技を安定して行うととも

に，発展技に向けた技のポイントを

見い出しながら，運動を行っている。 

〇助走や踏み切りの勢いを空中や回

転，腕支持につなぐポイント（部分的

な動き）を，動きながら気づき，身体

操作につなげることができる。 

第５学年 体育科学習指導案       
日時：平成３０年１１月２１日（水）５校時 

場所：体育館  指導者： 

      

【学びに向かう子どもの「今」】 

困難さのある児童の「今」 
 体育科における子供の学びの認知を捉えるため，定期的

にアンケートを実施している。その中で，「仲間と教え合う

ことはほぼなく，何をどうやっていいのか，わからないこと

がある。」と振り返った子（A児），及び勝負にこだわり思い

を強く訴える子（B 児）、他者との学びは受け身的となり振

り返りにも変容を記述することがあまりない子（C児）の学

びの道筋に特に着目する。アンケート結果と子供の姿とをつ

なげてつまずきの分析から手立てを講じ，自己認知を働かせ

ながら，学びの変容を顕在化させていきたい。【アンケート

の詳細，及び本児の体育科での様子は別紙にて添付】 

○学級全体の体育科の学びの〔今〕 
 どの教科においても，子どもたちが自ら課題を追究してい

く中で，自己及び仲間の学びの変容を実感できる姿を大切に

している。体育科の学習においても，運動に誘い込まれる「遊

び」の時間をつくること，対話を大切に個々の気づきを共有

し合うこと等を通して，「できそう。」「やってみよう。」と様々

な運動に積極的に関わり，自分や仲間の目標に向かって課題

を解決していく姿が見られている。しかし，運動欲求の高ま

り（求める課題へのこだわり，追究しながら体を動かし続け

る姿）には個人差がある。その理由は，運動の見方や考え方

を働かせて課題解決を生み出す経験知の差，知識と技能とを

結びつける身体操作の差，自己及び仲間の動きを捉える視点

の曖昧さから身体操作の高まりの捉えの差等が考えられる。

そこで，予備運動を通して，子どもたちが様々な身体操作と

の出合いに浸りながら，操作していく感覚を蓄積し，本単元

でねらう技能へとつなげていく。また、目標に向かうための

場を選択し，自分の今の姿と目標とする動き，仲間との動き

を明確な評価でつなぐことで，比較を通して細かな気づき

（運動のポイントや技能の高まりの実感）を生み出してい

く。その気づきを選択・整理していく思考が自己内対話を働

かせた課題解決の中で、仲間との共有から納得解を生み出

し，互いの充足感から主体的に運動にかかわることだろう。 

 

 

【領域・教材のもつ価値】 

 器械運動は，個人の技能が中心となるため，「できる・で

きない」が明確となりやすい。できた達成感や爽快感から

さらにレベルアップした技に向かう反面，目標とする運動

や仲間の技能と自己の動きとを比較した自己内対話の中で

苦手意識や、場と技とをつなぐ中で怖さをもつこともある。

そのため，技の完成に向かう細かな気づき（知識；焦点化

した運動構造のポイント，技能；変容の瞬間）を生み出す

学びの道筋に重きを置く。また，子どもたちが自己内対話

と身体操作とをオノマトペや互いに評価し合う具体物を介

してつなぐ予備運動を楽しむ中で，本単元でねらう感覚や

技能の土台を蓄積させていく。 

 跳び箱運動は，腕支持による跳躍や台上での回転という

非日常的な運動を用い，助走，踏み切り，着手，空中姿勢，

着地という一つ一つのポイントが組み合わさって一連の動

きを構成している。本単元は，開脚跳び・台上前転から大

きな開脚跳びや台上前転・かかえこみ跳びにつないでいく。

踏み切りから着手、そして着地までの距離を伸ばす跳躍，

前方に上半身を運ぶ強い突き放し，踏み切りの勢いを足の

回転や上半身の反りにつなぐこと等に焦点を当てて学習を

展開していく中で、動きの細かな変容に面白さを感じ、よ

り高めたいという意欲を引き出していく。 

 そのため，互いの動きを見合う中で，技のポイントを明

確化し，動きの細かな変容を実感させていく。そのため，

様々な教具や場を工夫して目標とする動き及び仲間と評価

し合う動きを焦点化，及び互いの役割を明確にし，何が変

わったのか，なぜよくなったのか，何を意識すればよりよ

い動きとなるのかという対話を大切にする。それによる気

づきを付箋で可視化するとともに、自己や友だちの気づき

を整理していく思考を通して，運動の見方・考え方を働か

せた互いの課題解決とつなげていく。また，単元の流れを

グループ発表会とし，共通の目標に仲間と向かう場の中で，

互いの動きの変容を伝え合い，自己の能力に適した技の高

まりの認知をともに喜び合う姿へとつなげていく。 

 

思考力,判断力,表現力等 

・身体操作感覚に適した課題を設定し，自己
の動きと友達や理想とする動きとつなげ，

解決の仕方を考えたり，課題に応じた練習
の場や段階，教具を選んだりしている。 

〇課題解決の中で生み出した気づきや友達

の動きの変容を，言葉や動作で伝えつつ，
互いの動きを高める方法や場を選んでい

る。 

 

主体的に学習に取り組む態度 

・学習に見通しをもち，仲間と教え
合ったり変容を認め合ったりし

ながら，課題の解決に向かって練
習に取り組んでいる。 

〇友だちと動きを見合い，互いに評

価をしながら，意欲的に支持跳び

越し技や回転技を大きくするた

めの動きに取り組んでいる。 

 



学習名「５のい 私の跳び箱ポイントブックと大きな動きとのつながりを楽しもう！」             【領域】器械運動；跳び箱運動 

本学習の目標： 開脚跳び，台上前転から大きな開脚跳び・台上前転，及びかかえこみ跳びに向かう知識と技能とをつなぎ，自己の課題解決のポイントを明確にして
身体操作を高めるとともに，自己及び仲間の動きを互いに評価し合って変容を実感し合うことができる。 

  

【探究的な学習過程を生み出す手だて】 

 予備運動として，それぞれの跳び方をコーディネートする運動（遊び）を取り入れ，自己の身体操作を確かめつつ、ねらいにつながる技能を蓄積させていく。また，「大きな」技につな

がる一つ一つの動きを付箋を用いて可視化することで，部分に着目して友達同士の評価及び，自己の動きを可視化して捉えたポイントを整理し，技能の変容の実感へとつないでいく。 

  
【協働を生み出す手だて】 

 技とそれを構成する一つ一つの要素とをつなぐためにオノマトペを活用して互いの動きを

見合いつつ，技につながる要素を焦点化して，友だちと評価し合っていく。また，互いの動

きが可視化（数値化）して評価し合える手立てや場の設定から見る役割の明確化，また気づ

きを生み出し選択・整理する思考を働かせ，対話的な学びと互いの技能とを結びつける。 

 

【内省を促す手だて】 

 単元全体として，自分のポイントブックをつくることで，自分の動きの変容及び，その

動きを生み出す方法に着目させる。毎時ごとに，気づきを整理する時間，グループで振り

返る時間を設け，自己の変容の高まりを生み出した道筋を振り返らせる。単元終末の発表

では，グループ内で互いの技能を評価し合い，単元を通した技能の高まりに気づかせる。 

カード及び振り返り 

【学習活動計画】（全１３時間） 

・様々な場で跳び

越えたり跳び上が

ったり，台上で回

ったりする身体操

作を通して，踏み

切りや着手，回転

につながる技能を

感覚と操作をつな

げて溜めていく。 

 …オノマトペの

活用。 

・既習の動きを振

り返ることで自己

認知を働かせ，め

あてを設定してい

く。 

 …個に応じた場

及びカードの

使用 

①今の自分の姿を知り，め

あてを設定する。 
・大きな開脚跳びのポイント（足を水平にさせる跳躍・状態を起こした遠い着地）

と，それにつながる身体操作を，焦点化及び可視化した手立てによって，生み出し

ていく。 

  …コーディネート運動で身体操作を蓄積、個々に応じた課題解決の場の設定，

イラスト等を用いて，気づきの視点を焦点化・可視化。ポイントブックを用いて知

識と技能とをつなぐ。ペア・トリオでの互いに見る視点や役割の明確化。（２時間） 

②大きな開脚跳びに挑戦する ２時間 

・かかえこみ跳びのポイント（前に乗り出す跳躍・突き放しから足を抱え込む着地）

と，それにつながる身体操作を，焦点化及び可視化した手立てによって，生み出し

ていく。 

  …コーディネート運動で身体操作を蓄積、個々に応じた課題解決の場の設定，

イラスト等を用いて，気づきの視点を焦点化・可視化。ポイントブックを用いて知

識と技能とをつなぐ。ペア・トリオでの互いに見る視点や役割の明確化。（３時間） 

ペア・トリオでの 

③かかえこみ跳びに挑戦する ３時間 

・大きな台上前転のポイント（膝を伸ばす回転・腕支持から体を反る着地）と，そ

れにつながる身体操作を，焦点化及び可視化した手立てによって，生み出していく。 

 …コーディネート運動で身体操作を蓄積、個々に応じた課題解決の場の設定，イ

ラスト等を用いて，気づきの視点を焦点化・可視化。ポイントブックを用いて知識

と技能とをつなぐ。ペア・トリオでの互いに見る視点や役割の明確化。（３時間） 

 

④大きな台上前転に挑戦する ３時間 

・今まで蓄積した技を組み合わせたグループ発表の構成を考え、練習に取り

組む。 

・発表に向けて個々が高めたい技を明確に練習し合う時間、グループ発表を

つくる時間に分ける。 

…ポイントを整理したシートの活用 

⑤今まで蓄積した技を組み合わせて、グループ発表をつくっていく 

【個々の技能を高める時間】 

・ペアやトリオの学びをつくり、何を高めたいのか？、そのために何

に気をつけるのか？を明確に身体操作する、何が変容したのか？、よ

りよくするために何を大切にすればよいか？を明確にアドバイスす

る等、役割を明確にして練習する。 

【グループ発表をつくる時間】 

・曲のリズムと蓄積した身体操作をつなげて、発表の構成をつくる 

  …技の種類や順序から、人数、場の設定などの工夫を取り入れて

いく。 

   はじめ・中・終わりの表現の構成を生かし、場面をつくること

で、何をするのか？を明確にしていく。 

   各自のアイデアがグループに共有され、動き及び評価とつなが

るように、個々の考えた動きをフラッシュカードで表出させ、操

作しながら構成をつくるとともに、声かけの視点を示す。 

一つ一つの技のポイントの気づきから整理へとつなげ、技のポイントブックを各自が作成する。 

 

・グルー

プごとに

発表する

中で、他

のグルー

プと演技

のよさを

評価し合

うととも

に、自分

のグルー

プで友だ

ちの技能

の高まり

を伝え合

う。 

⑥グルー

プ発表を

行う。 

【本学習において，資質・能力が顕在化した姿】 

 自分がめあてとする技に向けて知識と技能とをつなげながら課題の解決に取り組む中で，自己及び仲間の動きを捉えそのよさやアドバイスを伝え合うことによる気づきと選択・整理とを

つなげて一つ一つの技のポイントを明確にしながら，動きの変容を実感し，蓄積した技を組み合わせていく姿。 

第１次自己の課題を知る 
 （１時間） 

第２次 課題解決に向けた身体操作を蓄積する （８時間） 第３次 蓄積した身体操作を活用する（３時間） 

第４次 
（１時間） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ペアで，本時のねらいに向かう腕支持からの腰角

の広がりや回転からのはねを中心とした身体操

作との出会いを楽しむ。 

   ・ステージ上にジャンプして回転 

   ・ステージ上から回転して着地 

   ・跳び箱マット合体上での前転 

   ・段差下り２段階前転 

   ・トランポリン坂道マットでの前転 

 

２．技のポイントを焦点化かつ、自己及び仲間の動き

の高め方を明確にしていく。 

 

 

 ・「大きな台上前転」と「台上前転」との違いをつく

る動きを明確にし、場所や教具を確認しながら、

めあてと方法とをつないでいく。 

 ・自己や友達の課題に応じた場や方法で練習する。

その中で、技を行う、友達の技を見て気づきを伝

える、気づきを付箋に記入する、他グループの友

だちの動きを見てアドバイスを行う等、場におけ

る役割を通して、技をつくる細かな動きへの気づ

きを見い出していく。 

３．自分たちの付箋の気づきを見ながら、「大きな台

上前転」を生み出す動きを、各自の『ポイントブ

ック』にまとめることで、気づきが整理され、よ

り自身の技能を高めるポイントにつなげていく。 

４．『ポイントブック』及び仲間からの評価を生かし、

再度自分の目当てとする技の練習を行うことで、

ねらう技能への知識と身体操作をつないでいく。 

５．本時の学びを全体かつトリオで振り返ることで、

対話を通して身体操作の変容の実感をつくる。 

・１回目は図（写真）の動きと自分の動きとをオノマトペ、及び

高めたい動きを明確に示すことでつなぎ、豊富な場で様々な

身体操作を蓄積できるようにする。２回目は、図（写真）の動

きと自分の動きとを教具を用いた評価でつなぎ、より高い技

能を目指していく。【□ ★】 

・仲間の動きを見る視点と場所を明確にし、互いの動きを伝え

ながら運動に取り組む。そのため、新聞や風船、虹色シート

等、動きを評価できる材料を用意する。【□ ☆】  

・技の流れを示したシート、及び児童の手本をもとに、「大きな」

動きを、着手の支えから膝を伸ばす回転及び、跳び箱を押し

て体を反った着地（部分的な動き）に焦点化させる。 【〇】 

・新聞、及び風船、鈴付きのゴム、虹色テープ等を用いて互いの

動きを評価することで、細かな変容の実感からポイントの気

づきを生み出す。 【□ ◇】 

・気づきを付箋に書いて動きの流れを描いたシートに貼り付け

ていくことで，一連の動きをつくる部分に着目した仲間との

評価をつくっていく。また、その中でのオノマトペに着目し、

「大きな」を作る体の動きにより着目させる。【〇 ☆】 

・場の設定を工夫し、グループ以外にも友だちの動きを見てア

ドバイスしやすくする。また、つまずく児童にはコーディネ

ートの場、教師と一緒に取り組む場を活用していく。【★】 

・気づきを整理する思考の働きを生み出す。また、各自が書い

た気づきを付箋にチェックすることで、仲間とポイントを共

有していく。 【○ ☆】 

・動きの何が変わったのか、より大きくするために何を大切に

すればよいのかという友達の評価から、自己の技能の高まり

の実感、及びその高まりを生み出す身体操作感覚をつなぐ。

動きの変容を評価できるよう iPadを用意する。【〇 ◇】 

・動きの変容やそれを生み出した操作感覚の気づきを伝え合い

ながら、振り返る。 【◇ ☆】 

 

本時の目標 

○台上での安定した前転や着地を生かし、より大きな台上前転を行うポイントを、目標とする動きや教具を用いた仲

間の声かけと自己の身体操作との対話を通して生み出しながら、自己の動きを高めることができる。 

学習活動と子どもの姿               教師の手立て・評価         

台上前転を「大きく」しよう！ 

仲間の声かけと自己の身体操作とをつなげて

「より大きな台上前転」を行うポイントを見

い出しながら目標とする技に浸り、自己の動

きの高まりを実感している。 

 

ペアやトリオで互いの動きを見て目標とする技のポイン

トを見い出し、技能の高まりにつなげることができる。  

【知識及び技能】 

○探求 □協働 ◇内省 ★環境調整なるほどサポート ☆関係調整なるほどサポート 



指導者の指導上の留意点【ユニバーサルデザインとして、全体指導の具体的指導法】 

①楽しみながら運動する予備運動の場をたくさん用意する 

  →オノマトペ、評価物でつなぐ 

  →どのような身体操作感覚を高めるのかをグループシートでつなぐ 

②役割分担（動きを見る、動きを評価して気づきを伝える、気づきを付箋に書く）を大切にする。

また、声かけの言葉、見る視点や場所を明確にする。 

②友達の気づきの付箋を見て自分のポイントブックに書くことで気づきを整理し、友達の動きか

ら見つけた気づきを自分のポイントとして動きとつないでいく。 

その中で、トンクルピタの間のオノマトペからよりねらう動きを焦点化していく。 

③体の動きが評価できる教具を活用し、本児の動きの変容を伝えていく。 

④場の設定…互いの関わりをつくる 個のトリオ、そして集団とをつなぐ 

⑤グループのメンバーと動きの変容を伝え合う場をもつ。 →振り返りの視点の明確化 

時間 活動 手立て 

13：55 

 

 

 

14：00 

○準備運動 

○めあての伝え合い 

 

○場所を確認するカードを渡す 

 ※めあてから、最初に何をしたいかを選ぶ 

 ※もちろん、いろんな場所に行ってもよい 

 ※①はオノマトペ、②は教具を使って評価 

 

 

14：10 

○ペアでコーディネート運動 

 ①オノマトペ 

 ②評価物でつなぐ 

 ※腰角が開いている子、反りを生み出している

子を見つける 

 

 

 

 

 

 

 

14：15 

○めあての確認 

 

 

 

○拡大シートを示し、「大きな」をつくる動きを手

本の動きから確認する…ひざの伸び、体の反り 

○場所を明示する 

 ひざの伸びの場所では、新聞を足の先でけろう 

首はね跳びの場所では、ゴムか風船に足を当て

よう 

段階になっている４つの場所が基本だが、○○

が困ったら、カードを見て他の場所での OK 

○トリオの働き、バリアを破る 

 

14：25 

○トリオで練習に取り組む  ※ひざの伸び → 新聞を破る 

 ※首はね跳び → 風船で伸びゴムごえで反り           

14：30 ○ポイントブックにまとめる ○トン クルッ ピタの間に入るオノマトペに着

目 

14：40 ○再度トリオで取り組む ○「○○を見てほしい」 →評価 ※iPADを使用              

14：45 ○振り返り 

○後片付け 

○トン クルッ ピタの間に着目 

   それを生み出すポイントは付箋、そしてポ

イントブックに 

   そのポイントブックに仲間と動きの変容の

よさを伝え合いながらまとめていこう 

  



○検証授業協議会での顕在化シート（手立てが「なるほどサポートになる。【具体的な指導法】） 

Aグループ 

Bグループ 

 

 



○検証授業協議会での顕在化シート（手立てが「なるほどサポートになる。【具体的な指導法】） 

Cグループ 

 

Dグループ 

 

 


